
さ
ー

走 ．ラ）C
f
芦＝＝＿こ
月
h
「 '
し

専
門
家
は
降
っ

た
ば
か
り

一『
の
圏
が
渭
り
落
ち
る
「
表

崩」
の
可
能
性
を
指
摘
す

さ
ら
さ
ら
し
た
雪
黄
の
場

一g、

緩
や
か
な
斜
面
で
も
崩

ふ之
な
る
と
い
う 。

硯
場

芸
で
は 、

26
日
午
後
か
ら
27

峯蔽
ス
キ
ー

場
側
か
ら
痩

叉
る 。

吾
に
よ
る
と 、

男
性
2

人

も
1

人
は
県
内
在
住
者
と

属
が
あ
る 。

消
防
に
よ
る

2
人
は
27
日
午
前
8

時
fJ

蓬
太
良
運
峰
の
鉄
山
の
迪

崖
を
出
発 、

安
達
太
良
山

自
指
し
て
い
た
が
途
中
で

だ
遡
っ

て
道
に
迷
い 、

渚

1

町
の
沼
ノ
平
火
口
付
近
で

茫
巻
き
込
ま
れ
た
と
み
ら

)0
 

県
内
で
環
境
保
全
に
取
リ
組
む
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る

「
み
ん
ゆ
う
環
境
賞」
の
贈
呈
式
が
27
日
に
行
わ
れ、

受
賞
し
た
4
団
体
の
活
動
を
た
た
え
た。
五
阿
弥
宏
安

社
長
か
ら
暦
と
助
成
金
を
受
け
る
大
戸
小
の
宗
像
陸
大

君
（
中
央）
と
杉
原
武
校
長
⑮
ー
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島
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キk­

て
し
ま
う
の
が 、

別
れ
と
旅
立

ち
を
歌
っ

た
お
な
じ
み
の
「
な

fJ
,Q
雪」
だ
▼
3

月
も
最
終
盤

を
迎
え
た 。

就
職
や
進
学
で
古

里
を
離
れ
る
若
者
た
ち
は
引
っ

越
し
荷
物
を
よ
う
や
く
ま
と
め

終
え
た
頃
だ
ろ
う
か 。

き
ょ

う

ー

は 、

教
貴
の
離
任
式
を
行
う
学

校
も
多
い 。

恩
師
や
友
人
ら
と

の
別
れ
を
惜
し
む
光
景
が
各
地

で
見
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
▼
春

の
雪
が
解
け
る
の
は
あ
っ
と
い

う
間
だ 。

福
島
地
方
気
象
台
に

よ
る
と 、

き
ょ

う
以
降
は
次
第

に
春
ら
し
い
暖
か
さ
が
戻
っ

て

く
る
と
い
う 。

新
し
い
生
活
へ

の
希
望
を
胸
に 、

駅
の
ホ
ー

ム

に
立
つ
若
者
た
ち
に
は 、

き
っ

と
春
の
揺
か
い
日
差
し
が
エ
ー

ル
を
送
る
よ
う
に
降
り
注
ぐ
は

ず
だ 。

＾
2
0
1
7.
3.
28
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 【庭園技能講座】

庭園管理士譜庭本の手入れが自分でできる！録の資格は一生の財産！

ちょっとした手入れの技術があれば、庭はイキイキ托盛り！

公益社団法人日本通信教育振興協会認定「生涯学習奨励講座」

剪定や樹形づくり、 薬剤散布、 肥料の知識があれば花つき、 実つき、 樹姿がよくなり、
庭の格が上がります。 当講座なら様々な庭木、 花木、 果樹、 生垣の手入れポイント
を詳しく解説したテキストと実技解説ビデオで本職の技をしっかり習得できます。

ー

pあなたも「庭園管理士」として活躍できます!P
修了時に、日本園芸協会が「庭固管理士」資格を認定。就・転職、独立開業に有利。
中高年の健康的な趣味としても一生楽しめます。

ー ＠ 
※電話・ハガキ·FAX(係名明記）ネットからお気軽にご請求ください。

903-3465-5170
寧0120-161·418
〒151-8671 東京都渋谷区元代々木町14·3

日m園芸協合民友 N669-78係
www.happy-seml.com/s/ 1 088 
バソコン、スマな11"ッピー匹 l皇
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体
内境

70 社日ゆ彰なでをふ
万で‘う‘ど環未る
円行福環活を境来さ

がわ島境動福保にと
—贈札市益を島全つの
1 ら の-支

民

にな美
固れ4福の接友取ぐし
i .... た団島贈す新りたい
写 °

体

民

呈

る

聞

組め

自

巳 に友式--,社む ‘然
総新がみが団県環

（如三梱韮i但物認可） 面涅 墨 民

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門」

で
寅

を
受
け

た
浅
川
小
（
浅
川
町）

と
N
P
O
法
人
南
湖
森
林
公
園

案
内
人
の
会
（
白
河

市）
と、

「
顕
彰
部
門」

の
大
戸
小
（
会

津
若
松

市）
、

N
P
O
法
人
は

る
な
か
（
同）

の
そ

れ
ぞ

れ
の

地
道
な
活
動
を
た
た
え

た。

贈

呈

式
で
は

福
島

民

友
新

聞

社
の
五
阿
弥
宏
安

社
長
が「
(
4

受
賞
団
体
に
活
動
助
成
金

みんゆう環境賞

記念の盾を手に、 一層の活動充実を誓った

受賞した4団体の代表ら

受賞団体コメント

美
し
い
自
然

未
来
ヘ

眉
と
助
成
金
を
手
渡
し
た。

世
界

自

然
保
瞑
基
金(
w
w
F)

審
査
委
貴
長
を
絡
め
た
県
日
ジ
ャ 。ハ
ン
事
諮
局
長
が
祝
辞
を

本
野
鳥
の
会
連
携
団

体連合
会
述
べ

た。
み
ん

ゆ
う
環
境
賞
は

の
白
岩
康
夫
会
長
は
「
（
各
団
2
0
0

 2（
平
成
14)
年
に
創

団

体が）
地
域
の
環
境
保
全
の

体が）
活
動
を
続
け

る
こ

と
で
設。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を

先
尊
役
と
な
り、
さ
ら

に
活
動

自

然
と
生
物
多
様
性
を
守
る
機
考
睾
し
て
11
年
度
は

表
彰
を
見

の
輪
が
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
運
を
高
め、
こ

れ
か
ら
も

自

然
送
っ

た
が 、
躙
境
問
題
へ

の
継

た
い」

と
あ
い

さ
つ、
大
戸
小
環
境
の
保
全
に
尽
く

し
て
ほ

し
続
的

な
取
り
組
み
を
支
え
る
た

の
杉
原
武
校
長
と
同
校
緑
の
少
い」

と
呼
び
掛
け

た。
瞑
の
遠
め、
13
年
度
に
再
開
し
た。

年
団
児
蛮
代

表
の
宗
像
睦
大
君
藤
洋
環
境
共
生
諌
長 、
渡
辺
明

【
受
賞
団

体の活
動
内
容
は

ら
4
団

体の代
表
者
に
記
念
の
禍
鳥
大
名
誉
教
授 、
筒
井
降
司
19
日
付
に
掲
載
し
ま

し
た】

民

友
環
境
基
金
は

未
来
に
残
す

w
w
F
に
50
ガ

円

寄

付

本
社

べ
き

自

然
や
地
球
環
境
の

醤

を
自
的
に
創
設。
w
w
F
へ

の

襴
島

民

友
新

聞

社
は
27
日 、

阿
弥
宏
安
社
長
が
筒
井
降
司
w

資
金
接
助
を
は
じ

め、
県
内
で

世
界

自

然
保
誨
基
金(
w
w
F)

W
F
ジ
ャ

パ
ン
事
諮
局
長
に
自

自

然
保
護

活
動
に
取
り
組
む
団

ジ
ャ 。ハ
ン
（
徳
川
恒
孝
会
長）

録
を
手
渡
し
た。

体など
に
助
成
す
る「
み
ん

ゆ

に
活
動
資
金
50
万
円
を
寄
付
し

筒
井
事
諮
局
長
は
「
継
続
的
う
環
境
裳」
を
展
開
し
て

い
る。

た。

な
寄
付
に
感
謝
し
た
い。
福
島

民

友
環
境
基
金
事
業
の一
環

民

友
新

聞

の
読
者
全
貴
か
ら

の

で、
今
回

が
15
回
自。

贈

呈

式
薔
意
と
考
え
て
お
り、
大
切
に

で
は 、
襴
島

民

友
新

聞

社
の
五

活
用
し
て
い
く」

と
語
っ

た。

【浅川小】（校内に昨年整備した）
「探究の森」にサギソウの花を

咲かせるため、子どもたちと 一

緒に取り組んでいく。
【南湖森林公園案内人の会】森林
公園で行う小学生対象の案内や
草刈りなどを通じ、公園を訪れ
る人を少しでも増やしていきた
しヽ。

【大戸小】緑の少年団を中心に児
童の環境教育を進めており、新
年度は大戸地区の自然環境を守
る活動にも取り組みたい。

【はるなか】会津伝統の地場産漆
の復活に向け、 10年、 20年後の
会津が元気になるような活動を
地道に続けていく。

N
T
T
東
福
島
支
店

N
T
T
東
日
本

福
島
支
店
は

今
月
末 、
県
内
の
街
並
み
な
ど

を
ラ
イ
ブ
映
像

で
配
信
し
て
き

た
ウェ
ブ
サ
イ
ト

「
ふ
く

し
ま

の
窓
か
ら」
を
終
了
す
る。
原

発
事
故
後
に
避
難
区
域
と
な

っ

た
富
岡
町

の
横
子
を
写
し
続
け

た
ほ
か 、
J
R
会
津
若
松
駅
の

ホ
ー

ム
に
設
鱈
さ
れ
カ
メ
ラ

の
映
像
は一
部
の
鉄
這
フ
ァ

·- 、 ，

眼
は 、
東
日
本
大
震
災

と
東
4

京
平
力
襴
島
第
1

原
発
事
故
の
}

記
録
と
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
i

た
め、
双
葉
町
中
野
地
区
に
建
（

設
す
る
ア
ー

カ
イ
ブ
拠
点
施
設
(

（
震
災
記
録
施
設）
に
つ
い
て 、
4

本
瞑
の
復
興
状
況
に
応
じ
て
展
〖

示
物
な
ど
を
更

新、
公
開
す
る。

懸
は
27
日 、
こ

れ
ら

の
取
り
組
­

み
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
施
設
の
3

基
本
構
想
を
決
定
し
た。

一

構
想
は 、
同
日

に
県
庁

で
開
-

映
像
配
信
サ
イ
ト
今
月
終
了

ン
な
ど
か
ら
根
強
い
人
気
が
あ
F

っ
た。

-

2
 0
0

 3（
平
成
15)
年
に
｛

大
容
m
通
信
（
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
，

ド）
の
普
及
を
目
的
に
配
信
を
i

開
始 、
観
光
地
な
ど
の
県
内
19
}

カ
所
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た。
­

特
に
人
気
だ
っ

た
の
は
会
津
若
i

松
駅
ホ
ー

ム
に
設
置
さ
れ
た
カ
­

メ
ラ

の
映
像

で、
列
車
が
駅
に
­

到
着
す
る
横
子
を
ラ
イ
ブ

で
見
1

る
こ

と
が

で
き

る
た
め、
フ
ァ
（

復
興
）

福島民友　平成29年3月28日(火)
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